
倒さの草 

 

草むらに私たちは沈んだ 

草たちは城壁のやうに私たちをくるんだ 

倒さの草たちのそこの空に白い雲が浮んでゐた 

青ざめたほほと細いあなたの髪の毛と 

草の根方を辿つてゐる蟻と蜘蛛と 

しめつた黒ずんだ土と･･････ 

暑い暑い夏の日だつた 

あなたとはもう縁もゆかりもないけれど 

今も思ふ 

純粋とはあれなんだ 

起きあがつた時のあなたの笑顔とすずしい風と 

美しいくちびるの色！ 


